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I.調査に至る経緯

西都市街地の西南に位置する清水地区は、九州山地から舌状に延びた台地を中心に畑地が

及び低地に水田が広がった比較的条件に恵まれた地域である。

しかし、地域のほとんどが大山灰土壊に覆われ、気候は温暖多雨地帯で、降雨量の季節的

変化が著 しいため畑作物は低生産であり、水田も土地基盤が未整備なため農業経営の近代化

に大きな障害となっている。

このようなことから、同地域は県営農村基盤総合整備パイロット事業の対象地域となり
`

本年度尾鈴地区山路工区のほ場整備が実施 されることとなった。

尾鈴地区山路工区の事業は全体で28.1ヘ クタール、 1～ 4工区に配分されているが、その

1工区内に円墳 3基 (清水西原古墳群)を 含む周知の埋蔵文化財包蔵地の寺山遺跡が所在す

るため、県文化課・県―ツ瀬土地改良事業所・市耕地課 。市教育委員会の 4者で埋蔵文化財

の保護について協議を重ねた。

協議の結果、県文化課において遺構及び層位の残存状況等を確認するための試掘調査を実

施 し、その結果をもとに再度協議することとなった。

試掘調査の結果、層位の残存状況は極めて良好で、また、アカホヤ火山灰上層で土師器、

アカホヤ火山灰下層で焼石群 (礫群)が確認された。

その結果をもとに、再度協議が成され、隣接 した古墳に影響を与えないよう配慮すること

を合意し、対象地については事実施行上現状保存が困難であることから、全面の発掘調査を

完施することとなった。

調査は、県―ツ瀬土地改良事業所から委託を受けて、西都市教育委員会が実施 し、平成 2

年10月 18日 に着手、同年12月 12日 に終了した。
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Ⅲ.遺跡の位置と歴史的環境

西都市は、宮崎県のほぼ中央部に位置する内陸都市で、地形としては西方に九州山地を背

負った形容を表し、その九州山地から岬様に南東へ、東へと幾条にも台地が延びている。ま

た、市衝地を中心とする平野部の東端を南流する一ツ瀬川及び支流の三財川・三納川等が沖

積地を潤し、豊かな農地が形成されている。

西都市の遺跡は、この幾条にも延びた台地上を中心に分布 している。時代的には、表採で

はあるものの諏訪・権現・丸山・大口川 。宝財原等でナイフ形石器・尖頭器・細石核が確認

されており、旧石器時代まで遡 ることができる。

また、縄文時代の遺跡は、鴨目原遺跡・丸山遺跡・串木第 2遺跡 。中原遺跡・上原追跡等

で確認されているが、串木第 2遺跡 。中原遺跡からは早期の土器とともに集石遺構が検出さ

れ、鴨目原遺跡からは方形プランの竪穴式住居址等が検出されている。

弥生時代の遺跡は、寺原第 1追跡・寺原第 4遺跡・下尾筋追跡・串木第 2遺跡等で確認さ

れている。寺原第 1遺跡・寺原第 4遺跡では弥生終末前後の張出しを有する変形住居址が検

出され、下尾筋遺跡では弥生中期の口縁部に円形浮文を有する大型壷及びV字溝等が検出さ

れている。

古墳時代については「古墳のまち西都」と言われているように先史時代に比 して急激に文

化が進み、畿内系統の前方後円墳を主とする古墳群や独立墳が各地に築造されるようになる。

特別史跡西都原古墳群をはじめ三納古墳群・三財古墳群・茶臼原古墳群・清水西原古墳群及

び独立墳の現存650基程の高塚墳、一ツ瀬川以北を中心に分布 している方格矩久文鏡・環頭大

刀双龍文環頭柄頭が検出された千畑横穴墓群や上江・野竹等の各横穴墓群、一ツ瀬川以南の

西都原台地・六野原台地等で確認されている地下式墳がある。中でも全国的に周知されてい

る西都原古墳群は西都原台地上を中心に、柄鏡式を含む前方後円墳30基・方墳1基 。円墳278

基の大小古墳で構成されている。さらに、西都原台地の中央部には、特別史跡309基 には含ま

れない男狭穂塚と女狭穂塚古墳 (明治28年 12月 4日 宮内庁陵墓参考地として指定)2基の巨

大古墳が威容を誇っている。その他遺跡として松本遺跡・酒元遺跡及び昨年度実施 した遺跡

所在確認調査で確認 された童子九遺跡等がある。

古墳時代以降の遺跡は、奈良時代西都原台地南側の中間微高地に日向国府が置かれ、また、

同台地に日向国分寺同尼寺等が保存されていることから更に高度な文化がもたらされ、この

地域が古代日向国の中心的な役割を果たしてきた。さらに、寺崎遺跡・上妻遺跡等から布目

瓦やこれに関連した遺構が検出され、また、一説によると同地域が日向国府の推定地にもなっ

-3-



ていることから非常に興味深い。

そして、平安時代には全国的な荘園制社会の中に編成され、さらに、南北時代の初頭には

足利尊氏から都於器を贈与され本地に下向した伊東氏一族 とその子孫によって日向経略が進

められていった。その中心となったのは都於郡城で、日向地内に48城を従えるが、元亀 3年

(1572)真幸攻めの失敗頃より運命も尽き果て、天正 5年 (1577)都於郡落城となり、ここに200

数十年にも及ぶ伊東氏の支配勢力も終結する。伊東氏に代わって日向を支配するのが島津氏

で、東米良地域をのぞいて統治された。

以下江戸時代当初には上穂北・下穂北が延岡藩に属されるが、中期になると天領地として

編成される。その他都於郡・三納・三財・妻は佐土原藩に属していたが、明治 4年の廃藩置

県の令によって佐土原藩は終わる。明治・大正時代には大きな変動は見受けられないが、昭

和30年 (1955)明治22年施行の市町村制による妻町と上穂北村が合併 して西都町となり、昭和

33年二納村と都於郡 とが西都町と合併 し同年11月 市制施行、さらに、昭和37年二財村と東米

良村とが第 3次合併 し現西都市となるなどめまぐるしい変遷・変革を見せた。

ところで、寺山遺跡は九州山地が南東に向かって細長く延びた台地上 (清水台地)に位置

し、市街地の南西1.6kmに あたる。台地南側低地は一ツ瀬川の支流である三納川 。三財川の合

流地点で、周辺には水田地帯が広がり、豊かな潤いを与えている。同河川は市内南東端に位

置する現王島近 くで、本流の一ツ瀬川と合流 し、佐土原へと南流する。

同台地上 (清水台地・永野原台地)及び南側微高地さらに低地 (水 田地帯)・ カロえて南西三

納川を隔てた対岸台地上 (平郡地区)には県指定・清水西原古墳群 。三納古墳群が点在して

いる。中でも、東北2.7kmの 永野原台地上には通称「百塚原」と呼ばれる38基 の古墳が点在し、

東北1.歌mに は100m超級の国指定「松本塚古墳」が泰然とその姿を横たえている。

なお、この「百塚原」からは大正時代に金銅製の1焉具類が発見され、現在国宝に指定され

ている。また、松本塚古墳についても、昭和61～63年度にかけて西都市教育委員会において

県営圃場整備事業に伴 う発掘調査を実施 し、多量の須恵質及び土師質円筒埴輪をはじめ形象

埴輪等の貴重な資料を得ている。また、北東・山路川を隔てた対岸台地上には、特別史跡 。

西都原古墳群が点在する西都原台地がある。

調査地は、発掘調査以前は杉山及び雑木山で、昭和60年度実施 した遺跡詳細分布調査にお

いては遺物等は確認できなかったが、周辺地域 (寺山遺跡)に おいて弥生土器・土師器 。須

恵器等を確認 し、また、隣接 して 3基の円墳 (清水西原古墳群)が点在し、さらに、舌状の

平担地で遺跡の立地条件もいいことから遺構の存在が推定される。
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皿.調査の概要

調査は対象地の台地全面が削平され低地水田とほぼ同レベルとなることから、全面の発掘

調査を実施 した。

まず、当遺跡には県教育委員会の試掘調査の結果アカホヤ火山灰層が残存 しているのが確

認されたので、その結果をもとに重機により表土及び黒色土を剥 ぎアカホヤ火山灰層面での

本格的な調査に入った。また、ほぼ東西南北に10m方のグリットを設定し、遺構・遺物の確

認を行った。

そして、再び重機によリアカホヤ火山灰層を剣 ぎアカホヤ層下層の黒褐色土以下の調査に

入った。最後に、旧石器時代遺物等確認のための トレンチを各所に設定し調査を行った。

調査の結果、アカホヤ火山灰層下層の黒掲色土から縄文時代早期の集石遺構18基、アカホ

ヤ火山灰層面で弥生時代の方形プランの竪穴式住居址 1軒及び不整形の円形プランの竪穴式

住居址 1軒 。古墳時代の竪穴式住居址 3軒・方形の周溝状遺構 2基・方形土坑 1基・掘立柱

建物 3軒及び925個 の柱穴群等が確認された。また、遺物は小片ではあるものの縄文土器をは

じめ土師器・須恵器等や石鏃 。すり石等の石器が出土している。

これらの詳細については後述するとして、県内では珍 しい方形の同溝状遺構が確認された

こと、また、集石遺構が整然とまとまって検出されたこと等は大きな成果であった。
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Ⅳ.遺構と遺物

1.縄 文 時代 の 遺構 と遺物

(1)遺  構 (第 4～ 9図 )

縄文時代の遺構は台地北側及び東側縁辺部を中心に集石遺構18基が検出されている。いず

れも円形プランを有し、直径0.7～ 1.5m、 掘込みを有しているものと掘込みを有しないもの

に分類されるが、掘込みを有しているものでも比較的浅 く、また、全体的に県内他遺跡に比

して円礫を多く使用しているのが特色である。さらに、市内中原遺跡の集石遺構に見られる

ような、底部に長大の石を配していないのも特色である。検出層位は、すべてアカホヤ火山

灰下層の黒褐色ローム層からである。

1号集石遺構は、C-8グ リットから検出されたもので、径1.4mの 円形プランを呈 して

いるが、掘込みを有せず、中央部に25cm前後の石を配している。中央部に長大石を配してい

るのは 1号集石遺構のみである。

2号集石遺構は、C-8グ リットから検出されたモ)の であるが、上部部分は削平され、底

部付近の礫がわずかに検出されたのみである。径0.84m・ 深さ0.lmの円形プランを呈し、

底部から炭化物が出土してぃる。

3号集石遺構は、B-8グ リットから検出されたもので、長軸0,9m。 短軸0。 76m・深さ0,12

m、 やや楕円形状の円形プランを呈している。長さ7 cm及び1 5cm前後の礫が無規則に集積さ

れている。

4号集石遺構は、B-7グ リットから検出されたもので、径1.Om。 深さ0,lm、 南側がや

や張 り出した円形プランを呈している。掘込みは凸レンズ状で、大小の礫が無規則に集積さ

れている。

5号集石遺構は、D-7グ リットから検出されたものであるが、当初礫が検出された段階

では長軸4.4m。 短軸3,4mの 範囲に礫が散在しており、大型の集石遺構と思われたがその礫

を取 り除いた結果、2基の集石遺構が隣接 していることが確認された。 径1,4m掘込みは浅

く(0.06m)プ ランがはっきり確認できないが円形プランを呈していると考察される。大小の

礫が無規則に集積されている。また、共伴遺物として縄文早期の塞ノ神式土器が 3点出土し

ている。

6号集石遺構は、D-7グ リット5号集石遺構の西側に隣接 して検出されたもので、 5号

集石遺構同様プランがはっきり確認できないが、径1.2mの 円形プランを呈していると考察

される。大小の礫が無規則に集積されている。
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第 3図 基本土層図

I～表土

Ⅱ～黒色土

Ⅲ～ァヵホャ火山灰層

Ⅳ～褐色土

V～黒褐色土

Ⅵ～褐色土

Ⅶ～明褐色土

Ⅷ～にぶい黄橙色土

Ⅸ～にぶい黄橙色土 (ジ ャリ混り)
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7号集石遺構は、E-7グ リットから検出されたもので、径1.5m・ 深さ0.22m、 ゃゃ不整

形な円形プランを呈している。掘込みは凸レンズ状で、大小の礫が無規則に集積されている

が、上部の礫は15cm前後、下部の礫は20cm前後と、全体的に下部の方が大きな礫を使用して

いる。                  「

8号集石遺構 。9号集石遺構は、E-6グ リットから検出されたものであるが、掘込みは

なく、 8号集石遺構は小範囲に、 9号集石遺構は縦長に大小の礫が集積されている。   下

10号集石遺構は、D-6グ リットから検出されたもので、ィ長軸1.17m・ 編軸0,95m、 やや

楕円形状の円形プランを呈している。掘込みは凸レンズ状で深さ0。 lmを計る。大小の礫が無

規則に集積されている。共伴遺物として塞ノ神式土器及び轟式上器がわずかに出土してぃる。

11号集石遺構は、10号集石遺構同様D-6グ リットから検出されたものである。掘込みが

浅 くプランが確認できないが、円形プランと考察される。径1,lmの範囲内に大小の礫が集積さ

れている。

12号集石遺構は、D-5グ リットから検出されたもので、径0,75m、 西側で掘込みを確認

できなかったが、円形プランを呈している。大小の礫が無規則に集積されている。

13号集石遺構は、12号集石遺構同様D-5グ リットから検出されたものであるが、掘込み

はなく径1.8mの範囲以内に大小の礫が無規則に配されている。

14号集石遺構は、C-2グ リットから検出されたもので、径1.15m。 深さ0.18mの円形

プランを呈している。掘込みは凸レンズ状で、大小の礫が無規貝Jに集積されている。共伴遺

物 として縄文土器がある。小片で、しかも表面の崇J離 が著 しく文様が観察できない状態であ

る。

15号集石遺構は、14号集石遺構同様C-2グ リットから検出されたもので、径1.lm・ 深

さ0.17mの 円形プランを呈している。掘込みは凸レンズ状で、大小の礫が無規則に集積され

ている。

16号集石遺構は、F-6グ リットから検出されたものであるが、掘込みもなく、わずかの

礫が集積されているのみで、集石遺構と断定できない。しかし、周辺に礫がなく、ここのみ

集積されていることから、一応集石遺構と判断した。

17号集石遺構は、E-5グ リットから検出されたものであるが、掘込みは不整形である。

径1.4mの 範囲以内に大小の礫が集積されている。

18号集石遺構は、F-4グ リットから検出されたものであるが、掘込みは西側で確認でき

なかった。円形プランと考察される。掘込みは凸レンズ状で東側で深さ0,12mを計る。
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(2)遺  物 (第 17～21図 )

縄文土器 (第 17～ 19図 )

縄文土器は台地中央部から東側 にかけて、アカホヤ火山灰層直下で轟式土器、集石遺構 に

共伴 して塞 ノ神式土器が出土 してぃる。全体的な点数は180点程で、比率的には轟式土器が90

%以上 を占めている。

これらの土器群は、器形及びモチーフによっていくつかに細分されるが、レベル的にもほ

とんど差異がなく、 レベルによって相互関係を考慮するのはむつかしく、細分のみに留まっ

た。これらの土器の詳細 については観察表を付 した。

塞ノ神式上器 (第 17図 1～ 4)

5号集石遺構から3点 (1・ 2・ 3)及び10号集石遺構から2点 。他 1点の計 6点出土 し

ている。いずれも撚糸文系の上器である。

1～ 3は同一千回体 と思われる。口唇部に刻目を有し、日縁上部及び頸部に 4条の平行凹線

を施 し、その間にジグザグ状の 4条の凹線 を施 している。胴部には縦位の平行する凹線内に

縦位の撚糸文を施 している。 4は頸部で 5条の平行凹線 と口縁部にジグザグ状の凹線 を施 し

ている。これらの文様の特徴から塞 ノ神 Att bである。

轟式上器 (第 17図 5～ 19図 26)

当遺跡出土の縄文土器のほとんどを占める土器群であるが、全体的に小片が多い。器形及

びモチーフによって大 きく3つ に分類できる。

I類  口唇部に刻目を有 し、外面に貝殻腹縁あるいは板状施文具 を用いて縦位の条痕文

を施 した後、横位及びジグザグ状の条痕 を施 し、内面は貝殻条痕後 ヨコナデ又は

ヨコナデ調整のもの (6～ 15)

一 a 口唇部が斜状のもの (6～ 9)

一 b 口唇部が平垣なもの (9)

Ⅱ類  口唇部 に刻目を有 し、外面は日縁部上部に横位、以下ジグザグ状の条痕 を貝殻腹

縁あるいは板状施文具 を用いてわりと乱雑 に施 し、内面はの内面は貝殻条痕後 ヨ

コナデ又はヨコナデ調整のもの (13～ 26)

Ⅲ類  口唇部に刻目を有 し、外面は口縁部上部に横位、以下縦位 の条痕 を板状施 文具

によって施 し、内面は横位の貝殻腹縁 による調整を施 しているもの。 (5)

以上 3つ に分類 したが、ぃずれも轟 A式土器 に含まれるものである。この土器群は近年ア

カホヤ火山灰層直下から出土することから注 目されているもので、当遺跡 においてもそれが

実証 されたことになるが、 I～ Ⅲ類それぞれについてはレベル的には差異がない。この轟式
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土器 については発生の問題 も含め変遷についても研究者によって見解の隔たりが大 きいが、

近年、注目される見解として高橋信武氏が従来轟A式のものを鎌石橋式と轟 1式に、外面に

粘土紐貼 りつけによる隆起線文をもつ轟 B式 を轟 2～ 5式に細分 し、発生段階及び変遷等に

ついて再検討 されている。この中に当追跡の轟式上器 を当てはめるとI類が鎌石橋式、Ⅱ・

Ⅲ類が轟 1式に類似 しており、最も古い段階の土器が出土 していることとなる。

石  器 (第 21図 )

石器は石鏃 5点 。す り石 5点、その他フレイク16点が出土 しているが、ほとんどがアカホ

ヤ火山灰層下から出土 したもので、時代的には集石遺構 と共伴する縄文早期のものと考察 さ

れる。

石  鏃 (第21図 59～ 63)

形態的には二等辺三角形 (59)と 三角形 (60～ 63)に 分類 されるが、すべて無茎である。

基部でみると、凹基式のもの (59～ 62)と 平基式のもの (63)と がある。石材はチャー ト (59)。

黒曜石 (60・ 62)・ 安山岩系 (61・ 63)が使用されている。

す り 石 (第 21図64～ 68)

形態的に円形 に近いもの (65～ 68)と 楕円形のもの (64)と がある。64は長軸14.9cm・ 短

軸10.8cm・ 厚さ4.7cm、 65は直径10,lcm。 厚さ4.2cm、 66は長軸8.5cm。 短軸d。 9cm・ 厚さ4,0

cm、 67は 長軸9.6cm・ 短軸9,3cm・ 厚さ5.Ocm、 68は長軸7.2cm。 短軸6.3cm・ 厚さ3.6cmを 計る。

石材は砂岩系の石 (64～ 67)及び赤色砂岩 (68)が使用されている。

註 (1)高橋信武「考古学雑誌」― 轟式土器再考 一 第75巻 第 1号 1989年 9月
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表 1縄文土器観察表

図 面

番 号

勘

番号
器 種 部 位

文 様 及 び 調 整
触

色 調

胎 土 備  考
外  面 内  面 外面 内面

第17図 1 深 鉢 頚 部

顕部に横位の回線
文
用上部に縦位の凹
線内に拡糸文

斜位のハケ
朗 髄

51q6/S
褐色
7.5Y=4/4

2nm前後の

砂粒を含む
白雲母混入

口縁部

口唇部部に刻目
日縁上部と顕部に
検位の回線を施し
その間に4本の山
蹴 桁 囃

ナ デ

明黄福色
10YRT/6

曲 蠅
10YR7′ 4

2 mln前後の
砂粒を含む
白雲母混入
金雲母混入

5号集石造構から
出土

ナデ 機色
7.546′ 6

甑 軸

1046/4
3と同一個体と思
われる

顕 部 山形状の回線文
横位の回線文

ナ デ 浅黄橙色
7i5YR8/6

浅黄橙色
10YE8/4

わりと荒い
自雲母混入

口劉 日唇部に刻目
口縁上部に織位の
条涙文
胴部に横位の条痕

横位の条痕
thRヽ舶

1044/3 髄
血

2 mln前 後の
砂粒を含む

口唇部は平坦
外面と内面の条痕
の施吹具が異なる

口唇部に刻目
口縁上部に縦位の
無
胴部に縦位の条痕
後斜位の条痕文

ヨコハケ

曲 蛇
10粗7/4

出Ime
lm7′ 4

口唇部は尖ってい
る

口唇部に刻目
□縁上部に縦位の
無
胴部に縦位の条痕
後斜位の曲線的な
観

横位の条痕後ナデ

明赤褐色
257R5/6

曲Imt
1046′4

わりと荒とヽ
白雲母混入

口唇部は斜状にな
っており外側が尖
った形を塁してい
る

暗灰黄色
2.5Y4/2 魏枷

2 1nlni前 後の
砂粒を含む

ヨコハケ 艶
7.547/6

tht蛇

7.5Y=5′ 4

2mn前後の
砂粒を含む
白雲母混入

口督部は平坦

10 扇 部

触 の鰤
及び斜位の山形状
の無

横位の条痕後ナデ 浅黄橙色
10珊/4

魏
2.5YR7/3

3 nmI前 後の
砂粒を含む

第18国
出 軸
10狙 7/4

浅黄橙色
10粗8/4

4mn前後の
砂社を含む
白雲母混入

ヨヨハケ 欝灰色
Z.5Y5/1

明黄褐色
25Y7/6

2 mln前後の
砂粒を含む
白雲母混入

13 曲 鑢
10YE7′

出 競
1047/4

縦位の条痕後横位
及び斜位の曲線的
な無

醸 軸
10YR7′ 3

曲 軸
101q6′3

縦位の条痕後績位
及び斜位の山形状
の条痕文

EIR蠅
10Y鼠7/4

馳
2.5Y7′ 3

日縁部
口唇部に刻目
検位及び斜位の条
麒

捜色
5YR6/6

におヽ 盤ヽ

10YR7/4
日唇部は平坦
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図 面

番 号

遺物

番号
器 種 部 位

文 様 及 び 調 整
触

色 調

胎 土 備  考

外  面 内  面 外面 内面

第18図 深 鉢 日縁部

日唇部に刻目
口縁部に検位の条
痕

純 の額
朗 蠅脚

曲 let

5YR6/4

2 mlII前後の

砂粒を含む
口唇部が平坦

口縁部に検位・用
部に斜位の薄い条

痕

ナデ 明赤褐色
5YE5/8

明赤褐色
5Y45/8

口唇部が尖ってい

る
と号住居址出土

□縁部及び隔部に

触 の額

ヨコナデ 橙色
7.SWR6/S

捜色
7.5YR6/6

口唇部がやや丸い

岡 部 斜位の条痕 斜位の条痕後幸コ

ナデ

曲 轍
10Y=6/3

th蠅
10YR5/4

斜位の条涙 ナデ 艶
剛

橙色
5Y26′ 8

斜位の条痕 ョコナデ 橙色
7.5YR7/6

捜色
7.5Y87/6

横位及び斜位の条
痕

橙色
5Y!6/8

甑 地
1047′4

第19図 斜位の条痕 橙色
7.5Y電6/8

桂色
7.5YPS/6

斜位の条痕である
が施文単位間が広
とヽ

検位及び斜位の条
痕後ヨコナデ

黄橙色
7.5Y27/8

浅黄捜色
10YE8/4

斜位の間隔の広い

条痕て所々に施文
斜位の条痕後ヨコ

ナデ

出 軸

10YtS/4

舶
10粗 5/6
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2.弥 生 時代 の 遺構 と遺物

(1)遺  構 (第 10図 )

本遺跡検出の住居址 5軒のうち2軒 (2号 。3号)が弥生時代の住居址 と考察される。

住 居 址 (第 10図 )

2号住居址は南側C-5グ リットから検出されたもので、不整円形プランの竪穴式住居址

である。径2.8m、 壁面は40度 で立ち上がり、壁高は0.1～ 0.15mを 計る。床面は凹レンズ状

で、中央部には径0,4m程の掘込みを有している。円形柱穴 1個 を検出しているのみで、径

0.3m。 深さ0.21mを 計る。遺物は甕型土器の小片が出土してぃる。

3号住居址はD-4か らD-5グ リットにかけて検出されている。プランは南側及び北側・

のみ壁面が残存 しているのみで断定できないが、一辺3.6m(推 定)の方形 と思われる。中央

には径0.7m。 深さ0.06m円形プランの炉址がある。また、南側及び東側に6個程の円形柱穴

を検出しているが、同住居址 に伴 うかどうかは後世の柱穴と混在しており判断がむつかしぃ。

遺物は口縁上部に刻目突帯を有する下城式系の甕型土器 (27・ 28)等が出土してぃる。

共伴遺物から2号 。3号住居址は弥生時代後期の住居址 と考察される。

(2)遺  物 (第 20図 )

弥生土器 (第20図27～ 30)

遺物総数の4%に あたる16点出土してぃるが、ほとんどが小片で反転復元できうるものは

ない。

ほとんど甕型土器で、日縁上部に刻目突帯を有する下城式系のもの (27・ 28)、 無文のもの

(29・ 30)が出土してぃる。

.   27は
日縁部に刻目突帯を有する甕型土器の日縁部で、日唇部はやや尖り、突帯は下方を向

いている。28は 日縁上部に刻目突帯を有する甕型土器の口縁部で、口唇部はやや外反し、突

帯は水平方向である。29。 30は甕型土器の口縁部で、日唇部は九みをもち、無文である。

なお、これらの詳細については観察表を掲載 したので、参考にしていただきたぃ。

-25-―



も
の
執ｎ

　

Ｏ

必
　
　
　
　
　
　
＄

翻
覇

訊

割

謝

瓢

剣

◎

③◎

0       2m     o
l  l  l

第 11図  2号・ 3号住居址実測図

-26-



3日 古墳時代以降の遺構と遺物

(1)遺  溝 (第 13～ 17図 )

住居址 3軒 (1号 。4号 。5号)と 方形周溝状遺構 2基・方形土坑及び建造物掘立柱 3軒

を含む925個 の柱穴群を検出 している。

住 居 址 (第 13～16図 )

方形プランのもの 3軒 (1号・ 4号・ 5号 )

1号住居址は調査地の北西部D-5グ リット

から検出されたもので、住居址中央部に埋甕を

有するタイプの竪穴式住居址である。方形プラ

ンの住居址で、東西4.92m・ 南北4.58mの ほぼ

正方形 を呈 している。床面は平坦で、壁面は約

60度で立ち上がり、壁高は0,25mを 計る。柱穴

は 8個検出しているが、すべて同住居址 に伴 う

もので、方形 に隣接 あるいはほぼ同個所に 2個

ずつ配されている。これは既存柱の補強及び建

替えが成されたためと考察 される。柱穴の規模

は径0.3～ 0.4m・ 深 さ0.34～ 0.51mを 計る。

が検出されている。

第13図  1号住居址出土羹型土器

なお、同住居址の中央部には埋甕が施 されているが、甕型土器が径0.2m程床面がレンズ状

の小円形土坑内に埋められている。その小土坑内及び周辺に焼土が確認される。

遺物は土師器甕型土器 (第 13図・35)ほか須恵器杯 (49)・ 須恵器蓋杯 (48)等が出土してい

る。また、混入遺物として縄文土器も出土している。

4号住居址は西側 F-4グ リットから検出されたもので、方形プランの竪穴式住居址であ

る。東西2.7m・ 南北2.8m、 壁面は約50度で立ち上がり、壁立0。 15～ 0,25mを計る。。床面

は平坦で、径0.13～ 0.18m・ 深さ0.19～ 0.32mの 円形柱穴が壁面に沿って方形に8個配され

ている。

この 4号住居址については住居址内北辺から東辺にかけて帯状に、さらに西辺には円形状

に灰白色の粘質土魂が混入 しており、住居とは別の機能をもつ遺構の可有静性もある。

遺物は土師器の甕型土器と高台付杯の小片 2点が出土している。

5号住居址は北側 F-6グ リットから検出されたもので、方形プランの竪穴式住居址であ

るが、中央部を後世の溝が横断し、削平されている。東西3.9m。 南北3.36mの 長方形を呈し

-27-
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第12図  1号住居址実測図
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第14図  4号住居址実測図
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第 15図  5号住居址・方形土坑実測図
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ている。床面は平坦で、壁面は65度で立ち上がり、壁高は0.15～ 0.25mを 計る。柱穴は住居

址内から2個・壁面から2個の計 4個検出しているが、同住居址に伴 うものは中央部左右に

配されている2個で、径0.25～ 0.3m・ 深さ0.35mを計る。また、住居址の南側に径0.85m、

深さ0。 2mの 円形土坑が検出されているが、同住居址に伴 うものが判断がむつかしい。

遺物は出土していない。

方形周溝状遺構 (第 16図 )

方形周溝状遺構は西側から2基検出されている。

1号方形周溝状遺溝はD-3か らE-3グ リットにかけて検出されたもので、幅0.84～ 1.14

m・ 深さ0.04～ 0.lmの 溝が方形に巡らされている。北西角に幅0.6mの 陸橋が設けられてい

る。中央部は東西2.2m。 南北1.66m、 周溝外側と同レベルになっている。また、内側耳ヒ東部

には鉢型土器が埋められ、周囲には焼土が検出されている。

遺物はこの鉢型土器のみである。

2号方形周溝状違溝は 1号方形周溝状遺構の東に隣接 したD-4グ リットから検出された

ものであるが、検出面が床面に近く壁面がわずかに残存 しているのみで、すでに床面が検出

されている部分もあり、プランがはっきりしない。幅0。 35～0,75mの周溝が巡らされている。

この遺構について、使用目的及び機能について不明な点が多いが、 1号方形周溝状遺構に

おいて火を使用した形跡があり、住居址あるいは祭TE的な遺構と考察されるが、このような

タイプの遺構は珍らしく、また、不明な点も多いことから、ここでは周溝状遺構とした。

方形土坑 (第 15図 )

調査地の南西C-2グ リットから検出されたもので、長軸2.4m・ 短軸2.14m、 深さ0.3～

0.4mを 計る。床面は傾斜し、中央部に2個・西辺に2個の計 4個の円形及び不整形柱穴が検

出されている。

遺物は出土していない。

円形土坑 (第 10図 )

調査地の】ヒF-6グ リットから4基検出している。径0.5～ 1.Om、 深 さは浅 く0.03～ 0。 12

mを計る。床面は平坦である。

掘立柱建物及び柱穴 (第 10図 )

掘立柱建物は調査地の西側に3軒検出しているが、調査地全体には925個 の柱穴群が検出さ

れており、何回となく同場所に掘立柱建物が建てられたことを表しており、より複雑な柱穴

群となっている。ほとんど円形でわずかに方形柱穴が存在する。
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第 16図  1号方形周溝状遺構実測醸
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ユ号掘立柱建物はF-4か らF-5グ リットにかけて検出されたもので、 1軍×2軒、柱

間1.6～ 2.5mの小規模の建造物である。径0,48～ 0.6m。 深さ0.23～ 0.5mの 円形柱穴で比較

的大きい。柱穴内埋土は黒色土にアカホヤブロック及び黒色土下にアカホヤブロック混入の

黒褐色土となっている。遺物は出土してぃない。

2号掘立柱建物はE-2か らE-3グ リットにかけて検出されたもので、 2軒×3軒、柱

間1.8～ 2.3mの建造物である。径0.25～ 0.47m・ 深さ0.22～ 0.43mの 円形柱穴である。遺物

はオヒ東柱穴から土師器の高台付杯が出土している。

3号掘立柱建物はD-2か らE-2グ リットにかけて検出されたもので、 2軒×2軒、柱

間1.85～ 3.lm小規模の建造物である。径0.25～ 0.5m・ 深さ0.14～ 0.27の 円形柱穴である。

遺物は北西柱穴から土師器杯が出土してぃる。

溝状遺構 (第 10図 )

調査地北縁辺部から東側にかけて 7条、南側に1条の計 8条検出されているが、いずれも

近世～近代にかけて畑作用の排水として掘 られたものと考察される。長いもので現存27mを

計る。

(2)遺  物 (第 12。 20。 21図 )

上 師 器 (第 12・ 20図 )

全体の31%に あたる110点 が住居址及び柱穴等に伴って出土している。器形は杯及び甕型土

器が多く、その他高台付のものも出上してぃる。

第13図の甕型土器は 1号住居址から出土したもので、日縁部はすでになく胴部以下が残存

している。外面は明らかに人を受けた形肋があり、所々焼けている。胴部最大幅部を境にし

て上部は浅黄橙色、下部は明褐色を呈している。胎土は荒 く3～ 5 alm前 後の粒子を合み、ハ

ケ調整である。同型式の土器が 1号住居址の南辺部からもう1点 (32)出 土してぃる。

その他坂が多数出土してぃるが、小さいものから大きいもの、底部がはっきりしているも

のや九みをおびて境目がはっきりしないもの及び段をもつもの、高台付のもの等バラエティ

に富んでいる。底部はすべてヘラ切り底である。

これらは、時期的・時代的な変化であると考察される。

各部の計測・詳細については観察表を付したので、ここでは省略する。
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表2土師器観察表

図 面

番 号

物
　
号

遺
　
番

器 種 部 位
文 様 及 び 調 整

触

色 調

胎 土 備  考
外  面 内  面 外面 内面

第20図 霊

胴 部

底 部

底部付近は縦位の
ハケ
用部はヨコナデ

ヨコナデ

麟

浅黄笹色
10148/3

灰白色
10YE8/2

1～ 3mnの

小石を多量
に含む

1号住居址出土
唾

底部付近は縦位の
ハケ
胴部はヨコナデ

ヨコナデ 神
稚

黄橙色
10Y28/S

地
1043/6

3～ 5 mmの

小石を多量
に含む

1号住居址出土
底部炭付着

口縁部

ヨコナデ ヨコナデ

朗 檀色
7.5YtS/S 唖卿

あらい
3 mm前後の
砂粒を多量
に含む

胴 部

不定方向のハケ ナデ

橙色
7.5Y27/6

浅費横色
7.5Y28/4

あらい
3～ 4mn前

後の砂粒を
多量に含む

1号方形周溝状遺
構出土

郭 ヨコナデ ヨコナデ 檀色
7.5YR7/6

橙色
7.5Y27/6

2 mm前 後の
砂粒を含む

P856出土
ヘラ切り底

底 部 檀色
7.5Y27/G

橙色
7.5YP7/6

ヘラ切り底

浅黄糧色
7.5YP8/S

浅黄橙色
7.5Y=8/6

明褐灰色
7.5Y=7/2

thR範

7.5YR7/3

P25出土
高台付底部 (高さ
0. 5 cn)

□MBr 笹色
5YE7/S

笹色
5YR7/6

P25出土
日唇部は丸い

橙色
5YR7/6

檀色
57R7/S

th4ヽ馳

10Y=6/3
th4蠅
10Y27/4

P252出土
口唇部は丸い

底 部 橙色
7.5Y26/6

橙色
7.5Y26/8

ヘラ切り底

浅黄捜色
7.5WT8/6

浅黄橙色
7.5Yt8/6

浅黄檀色
10YR8/3

浅黄橙色
10148/4

浅黄橙色
10Y=8/4

灰黄福色
1046/2

浅黄橙色
7.5Y=8/6

浅黄橙色
7.548/6

P63出土
ヘラ切り底

浅黄檀色
7.5YR8/6

浅黄捜色
7.5狙8/6

lmm前後の

砂粒を多量
含む

P293出土
高台付底部 (脚 .

5u・ 高さ1.2● )

PCX)―辮
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須恵器 (第20図 )

わずかに7点出土している。48は蓋杯で、日径14.2cm・ 器高3.5cln(推定)を計る。天丼部

は平坦で、口縁部の境は甘 く、緩やかに屈曲し口唇部に至る。器厚は厚く、回唇部は九みを

もっている。両面とも灰色を呈し、調整はヨコナデ調整である。胎土は 2 alln前後の粒子を合

み、焼成は良好である。49は杯で、口径12.3cln・ 器高3.9clnを 計る。立ち上がりはわりと短 く

内傾し、日唇部は九く、受け部との境に沈線を巡らしている。底部には 1本線のヘラ記号を

有している。器厚はわりと厚く、底部にいくに従って厚くなっている。両面とも灰色を呈 し、

調整はヨコナデ調整である。胎土は 2 nlm前 後の砂粒を含み、焼成は良好である。50～52は い

ずれも小片で、50は蓋杯、51は 杯 (鉢X52は 壺あるいは必類の一部分と考察される。いずれも

灰色を呈し、調整はヨコナデ調整で、胎土は 2 al14前後の砂粒を合み、焼成は良好である。

48・ 49は 1号住居址から出土したもので、須恵器のⅢb期 に相当するものである。よって、

同住居址は 6世紀後半に比定される。

自  磁 (第21図 )

1点出土してぃる。53は鉢の底部で、幅0.6cm。 高さ0.lcllaの 高台を有している。底部径8.6,

cln(推定)を計る。

青  磁 (第21図 )

4点出土してぃる。54は 小鉢の口縁部で、波状日縁を呈している。両面灰オリーブを呈 し、

器厚は薄い。55は小碗の回縁部で、口縁上部が外反している。両面灰白色を呈し、器厚は非

常に薄い。56は 小碗の底部で、外面は明緑灰色、内面は灰白色を呈している。器厚は非常に

薄い。

陶  器 (第21図 )

2点出土している。57は 橋鉢で、両面にぶい赤褐色を呈してぃる。58は碗 (ξ対 の底部で、

高台は幅4.3cm。 高さ0,9cmを 計る。外面にはにぶい橙色のうえに黒色の釉がかかり、内面は

にぶい橙色を呈してぃる。
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第19図 出土遺物実測図及び拓影 (縄文土器・弥生土器)
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(白磁 口青磁 B陶器 日石器)

①

①

⑩

第21図 出土遺物実測図
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V。 ま と め

日 高 正 晴

この寺山遺跡は、西都原古墳群台地の西側に並ぶ清水丘陵台地上の一角に位置しているが、

この台地上には清水西原古墳群が存在している。

さて、この追跡の発掘調査において注目されることは、弥生期から古墳期にかけての住居

址が現れ、さらに、歴史時代の平地建物跡も発見されたということであるが、また、特殊な

形態を有する周溝状遺構も検出された。それに、古く遡った縄文早期の集石遺構も数多く発

見され、この寺山追跡が極めて古い時代から中世期に至るまで集落が形成されてきた地域で

あることを本発掘調査において立証することができた。

さて、縄文時代遺跡 としては、本追跡の北東部に発見された18基の集石遺構をあげなけれ

ばならないが、西都市内の洪積層台地からは、これまでに数多くの集石追構が姿を現してい

る。古くは昭和32年 5月 、西都原の原口遺跡で 1基発見されたのを始めとして、昭和63年 10

月には市内鴨目原追跡から4基、そして、平成元年 7月 からの同中原遺跡の発掘調査では11

基、さらに、平成元年10月 に行われた同串木第 2追跡からは 3基集石遺構を確認することが

できた。

また、この寺山追跡の集石追構周辺からは、早期の轟式縄文土器が出土し、しかも、その

土器形式では最も古いタイプのものであったことは興味深かった。しかし、本追跡の発掘調

査において特筆すべきことは、各時期を通じての住居址が発見されたことである。

まず、弥生時代では、 2号及び 3号住居址があげられるが、 2号住居址は不整な円形状を

呈しており、年代的に弥生後期の前半頃の時期に比定される。一方 3号住居址は、下條系突

帯文土器も伴出したことなどから弥生後期でも初頭頃に推定されそうである。

そして、この 2号及び 3号住居址が多少変形 し始める時期が、いわゆる「日向型変形住居

址」の初現の時期でもある。そのことは、前述の串木第 2追跡の 3号 と4号の住居址につい

ても同一様式の出現を同一の時期頃に想定した。

下って古墳時代の住居址 としては、方形プランの 1号 。4号 。5号住居址が現れたが、中

でも1号住居址からは、編年様式としてⅢb形式の須恵器が出土したことにより、西都地方

の追跡からよく検出され、また、この 1号住居址からも確認された胎土に粒子入りの土師器

の年代も推定ができることになった。それで、この 1号住居址 をはじめとする3ヶ 所の住居

址は、およそ6世紀後半頃の時期に比定することができる。

次に、方形周溝状遺構について述べてみたい。この追構は2ヶ 所で発見できたが、 1号遺
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構は、方形基台の周囲に同溝をもち、しかも、その一角に陸橋を有していた。そして、その

内部基台には土壌を伴わないので、この遺構を方形周溝墓の範時に入れることも難 しいと思

われるがこそれでは何か信仰儀礼的な遺構ということになる。しかし、もし基台上に低い墳

!丘が存在じをと:す |る と、その封土内に木棺を埋葬 したと仮定することもできる。西都市内の

茶臼原台地に所在した上野遺跡、あるいは熊本県の塚原遺跡の中に、この方形周溝状遺構に

1類似した周溝墓遺跡を見出すことができる。

・ ,tさ らに、この遺跡の西側地区で、背後がすぐ清水台地になる所に、平地式の掘立柱建物が

t13軒検出された。そして、その住居址内から高台付杯の土師器が出土したが、たまたま、そ

|の タイプと同一の上師器が中原遺跡からも発見されているので、中原城が伊東祐重にまつわ

る城跡ということから、この寺山遺跡の平地住居跡は、同一年代の14世紀代、南北朝頃の建

物́跡と推定できる。しかも、その掘立柱建物付近から白磁 。青磁片が検出されているので、

もしかすると、日向上持七頭の中の清水土持氏に関連のある建物跡かもしれないと思 う。

註

(1)西都市「原口遺跡」『西都の歴史』1976年 9月

(2)西都市教育委員会『鴨目原追跡』西都市埋蔵文化財調査報告書第 7集 1989年 3月

(3)西都市教育委員会『中原遺跡』西都市埋蔵文化財調査報告書第10集 1990年 3月

ヽ (4)西都市教育委員会『串木第 2遺跡』西都市埋蔵文化財調査報告書第15集 1991年 3月

(5)西都市教育委員会「上野追跡」『西都原古墳文化考』西都原古墳研究所年穀 第 5号

1988年 3月

(6)熊本県教育委員会『塚原』熊本県文化財調査報告書 第16集 1975年 3月

(7)註 の (3)に 同じ

-42-



版図





図版 1
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4号 集石遺構検出状況



5号 6号 集石遺構上面検出状況  ①

7号 集石遺構検出状況

8号 集石遺構検出状況

5号 6号 集石遺構検出状況

9号 集石遺構検出状況

8号 9号 集石遺構上面検出状況

10号 集石遺構検出状況
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11号 集石遺構検出状況



12号 集石遺構検出状況

14号 集石遺構検出状況

15号 集石遺構検出状況

13号 集石遺構検出状況

14号 集石遺構検出状況

16号 集石遺構検出状況

17号 集石遺構検出状況
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18号 集石遺構検出状況



集石遺構分布状況

1号 住居址検出状況

集石遺構分布状況

集石遺構分布状況 集石遺構分布状況

1号 住居址検出状況 (ア カホヤ火山灰層面)

2号 住居址検出状況 (ア カホヤ火山灰層面)1号 住居址中央埋甕検出状況
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2号 住居址検出状況

4号 住居址検出状況 (ァ ヵホャ火山灰層面)

4号 住居址検出状況

3号 住居址検出状況

4号 住居址灰白色粘質土出土状況

5号 住居址検出状況

土坑検出状況5号 住居址検出状況
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1号 方形周溝状遺構検出状況

3号 掘立柱建物検出状況

1号 掘立柱建物検出状況

2号 掘立柱建物検出状況

1号 方形周溝状遺構検出状況

1号 2号 方形周溝状遺構検出状況

遺構分布状況 (北東部より)
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遺構分布状況 (北西部より)
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図版 8
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